
女
性
乏

候
補
者
育
成
一
歩
ず
つ

．
政
治
困

　

「自
分
が
立
候
補
す
る
な
ん

　

ス
ピ
ー
チ
の
方
法
な
ど
を
学
ん
心
を
示
し、
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
政
治
セ
ン
タ
ーＬ
（東
京）
は

て
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
たー
そ
の
後、
金
沢
市
議
選
に
が
実
感
で
き
る」
と
語
る。

　

６
月
繋
日、
「議
会
に
女
性
を

４
月
の
統
一

性
が
地
域
の
課
題
や
政
治
に
つ

　

院
の
２
倍
を
優
に
超
え
る。

　

治
体
で
開
催
さ
れ
た。

　　　　　　　
　
　
　

か
な
い」
と
話
す。

　

いつも身近にいて、わたしたちの寂歯や暮らしを守り、安全で明るい社会をつくるために、
毎日いっしょうけんあい傷も、ても、るおまわりさん。そんなおまわりきんを厳ます作文をお美しまず。

　　　　

おまわりさんとのふれあいの体験や、おまわりさんへの意見や盛楚、

　

こんなおまわりさんがいたらいいな、と思う夢や希望など、自由に書いて送ってください。

暇１謎繍′ｉ学校低学年の郡（１～鈎…生）

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

１彊内閣総理大臣賞（両部門とも各１点｝図書カード５万円

　　　

′ｉ学校高学年の部（４～碑…生）

　　　　　　　　　　　

国務大臣・国家公安委員会委員長質偶各１劇囲響方”ド３万円
園閉園雇小学校低学年の部は、Ｂ４判４００字詰め原椿用紙２枚以

　

警察庁長官徴日射刺図書カード増万円
内。小学校高学年の部は、Ｂ４判４００字詰め頒糖用紙３枚以内。自

　

全国少年警察ボランティア｝協会賞侭割印図書カード２万円
作未発表の作品に限ります。表紙に必要事項（①タイト；噂）氏名◎

　

日工組社会安全研究財団鰍隅各１劃図萱カード２筋円
都道府県名①自宅住所・電話番号⑥洋校名・学年⑥学校住所・電

　

読売新聞社歓露各１鱒図書カード２万円
話番号）を明記し、作品につけて事務局宛に郵送してください。

　　　

審査員特別賞偏執戯図書カード１万円
学校単位での応額の畿合、④日宅登り寿．鰍藁番号の記入は不要です。作品は

　

優秀獣日縦４幻図書カード５千円
遮却できません・必嚢な方はコピーを収って〈ださぃ。金応募作晶の著作権は

　

鰯図令和元年１２男中旬予定
主催者に属します．主俵都ｉ、受賞作品並びに受賞者氏名、学校名、学年な

　

鏡発新聞紙上にて発表いたしま霞。結果発表援、表彰式を行いまホ。
どについて主催者の簿行する装聞、広鰹紙、作品集などの印刷物、ホーム

　

窟周囲閉園高田方由子（女優，タレント）ページなどで紹介することがあります。
覇麺ぁ

　

劃茜睡爺・塾ほ回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国圏公益社団法人全国少年警察ボランティア塗会／

獅馨綴翻蹴議題瀧端麗霊園費凝議圏ｒ徽
ＴＥＬ０３‐５５７７‐３０７６（平日１０時～１８時）
圏》ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｙｏｍｉｕｒｉ．ｃｏ．ｊｐ／ａｄｖ／ｏｍａｗａｒｉｓａｎ／

　　

公益社団法人日本青年会甑所／公益社団法人日本門隙全国協議会
臨調藤川１令和元年９月６日（金｝

　

当日…目印有効

　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　

．

　　　　　

全国小学生の健全育成活動を応援します。

ｈｔｔＰ：／／ＷＷＷ．ｙｏｍｉｕｒｉ，ＣＯ．ｊＰ／ａｄＶ／○ｍａＷａｒｉｓａｎ／

だー
そ
の
後、
金
沢
市
議
選
に
が
実
感
で
き
る」
と
語
る。

　

６
月
繋
日、
「議
会
に
女
性
を
だ
っ
た
市
川
房
枝
が
若
い
頃
に

　

し
て
い
る。
同
ス
ク
ー
ル
で
指
参
加
し
た。
主
婦
八
木
知
子
さ

出
馬
予
定
だ
っ
た
知
人
が
断
念

　

た
だ十
活
勤
は
今
の
と
こ
ろ
増
や
す
た
め
にＬ
と
題
し
た
セ

　

滞
在
し
た
米
国
で
は、
昨
年
の
導
す
る
ビ
ク
ト
リ
ア
・
パ
ド
ソ
ん
（恥）は
「こ
れ
ま
で
議
会
に

し
た
た
め、
「な
ら
ば
自
分
が」
東
京
都
内
に
と
ど
ま
る。
主
鋼
ミ
ナ
ー
を
都
内
で
開
き、
全
国
中
間
選
挙
で
女
性
が
躍
進。
列
ン
さ
ん
は
６
月
塞
日・
お
茶
の
は
全
く
興
味
が
な
か
っ
たｏ
し

と
挑
戦。
「共
に
学
ん
だ
メ
ン
な
ど
自
由
に
お
金
を
使
え
な
い
か
ら
集
ま
っ
た
市
議
や
市
民
ら
国
語
会
同
盟
（工
Ｐ
Ｕ）
に
よ
水
女
子
大
（東
京
）
で
行
わ
れ
か
し・
今
の
政
治
に
女
性
の

パ
ー
で
選
挙
に
出
る
と
い
う
人
人
も
多
く、
港
区
な
ど
か
ら
肋
鴻
人
が
課
題
な
ど
を
話
し
合
っ
る
と、
女
性
の
下
院
議
員
の
割
た
テ
レ
ビ
電
話
を
使
っ
た
講
演
が
十
分
反
映
さ
れ
て
い
る
と
る

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　

　
　　
　
　
　
　
　
　

だ
テ
レ
ビ
電
話
を
使
っ
た
講
演
が
十
分
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
一
４酬印
の
セ
都
…
“
川

で
「米
国
で
も
女
性
議
員
は
増
思
え
ず・
男
性
と
対
等
な
立
場
も
軸
溌
り
燕
…

活

　

÷ハ
削
弱・
盆
緑
釦
本
で
話
せ
言
を
と
テ
ｋ
ハ
と
ぶ
ナ
は
ふ
彰羽
幹
獅
膨
一
戸
訳

　

鼠“藍
野
に
Ｈ
リ
巨
”
ぞ
”
ご
寿
“
；
等
Ｐ
Ｈ
霜
耐
臥
メ
コー
侵ｆ
Ｊ
緋
猷
…
≠
＆

　

ａ
た
夕
た
も

弓
き
あ
き
と
昆
｛
力÷
鵡
雅
を
免
馨
Ｌ
た
一

　

．
ｈＥ
，
…

　

も
鷺

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
　

　

　　　

　

　
　
　

増
や
す
た
め
の
努
力
を
し
て
い

　

い」
と
語
つ
た。

く
必
要
が
あ
る」
と
話
し
た
。

　

今
回
の
参
院
選
は、
女
性
立
－
ー
ヂ
ー
～
礎

　

回

．．金沢発の駅に優しい釜猪アクセサリー。高
度な技術が海外で榊１

　

クラフトビール人
メｉ』加古ｉ１１市に醸造所
併設のノミフ相次さ弟絹差去

輔戦
醇織醗細
醗
酵織機
畿
離
職欄聡

畠
てきた。
全国市
議

磐
の声に
碁
饗
ぃ。
額
弱
諌
鰯
騒
鰯

第２８国全国小学生作文コンクール

わたしたちのまちのおまわりさん

事
務
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
が
い
た
の
も
大
き
な
励
み
に
な
成
金
を
待
て、
ア
カ
デ
ミ
ー
が

２
人
を
育
て
た
シ
ン
グ
ル
マ
っ
た」
と
振
り
返
る。

　　　

参
加
者
の
宿
泊
質
や
講
師
の
人

ー。
貧
困
問
題
に
関
心
を
持

　

パ
リ
テ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
は
２

　

件
費
な
ど
の
大
半
を
負
担
し
て

　

３
年
前
か
ら
こ
ど
も
食
堂
０
１
８
年
３
月
に
設
立
さ
れ、

い
る。
一ニ
浦
教
授
は
「地
方
か

始
め
た。
国
政
選
挙
へ
の
出

　

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
延
べ
弱
人

　

ら
も
多
く
の
開
催
の
要
望
が
あ

の
う
ち、
統
一
地
方
選
で
女
性
る
の
で
実
現
し
た
い」と
話
す。

昨
年
７
月、
女
性
の
政
４
人
が
当
選
し
た。
共
同
代
表

育
て
る
一
般
社
団
法
人

　

で
上
智
大
の
三
浦
ま
り
教
授
は

ヌ
リ
テ
・
ア
カ
ま
こ
ー」
（東
で
上
智
大
の
三
浦
ま
り
教
授
は

　

女
性
の
政
治
参
加
を
支
援
す

「高
校
生
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
る
動
き
を
い
か
に
広
げ
る
か。

な
ど
様
々
な
立
場
の
女
性
が
関

　

「
市
川
房
枝
記
念
会
女
性
と

家族のため
日本で稼ぐ
　　　
　　　　　　
トー「春繋争右手誓言青

　　　　　　

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
法

の
施
行
か
ら
３
か
月。
新
た
な
在
留一資

格
「特
定
技
能Ｌ
の
技
能
試
験
の
合
格

者
は、
日
本
で
の
夢
を
語
り
な
が
ら、

悩
み
や
不
安
も
打
ち
明
け
た。

ｏ
葬
な在
翼

　

材
本

技
繋
駿
の
合
格

　

人
日

語
り
な
が
ら１

　　

団軍籍
繁９ー

　　　　　

　
　　　
　
　

〈
１
面
の
続
き
Ｖ

　

‘
－

明
け
た。

比
の
女
性
勉
強
漬
け

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ベ
ヌ
ス
・
ラ

ヌ
ザ
さ
ん
（２２）が
日
本
で
働
こ

う
と
決
め
た
の
は、
大
学
を
卒

業
し
た
春
綿
歳
の
時
だ
っ
た。

一
足
先
に
案
尿
に
働
き
に
行
っ

た
い
と
こ
の
実
家
の
暮
ら
し
ぶ

り
が
良
く
な
っ
た
の
を
見
て、

「
日
本
は
稼
げ
る
」
と
思
っ
た

か
ら
だ。
最
初
は
地
元
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ

島
ダ
バ
オ
で
日
本
語
を
勉
強
し

た。
昨
年
７
月
か
ら
は
マ
ニ
ラ

”
ラ
ヌ
ザ
さ
ん
の
あ
る
１
日
の

　

近
郊
に
移
り
住
み、
「特
定
技

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　　　　　

能」
の
介
護
分
野
の
試
験
対
策

２０１９年０７月０３日読売東京朝刊２社１４版２８頁

を
行
っ
人
材
派
遣
会
社
に
登
録

し
た。
授
業
料
や
寮
費
は、
将

来
の
日
本
の
受
け
入
れ
先
が
立

て
替
え
る
と
知
っ
た
。
「毎
日

切
り
詰
め
て
暮
ら
し
て
い
る
の

で
助
か
っ
た」

１
日
の
授
業
は
計
８
時
間

だ－
日
本
語
学
習
で
は、
２
人

１
組
で
会
話
の
練
習
を
し
、「起

立、
礼」
な
ど
の
マ
ナ
ー
も
勉

強
し
た。
介
護
訓
練
で
は、
車

い
す
や
ベ
ッ
ド
の
移
勘、
歯
磨

き
・
入
浴
の
介
助
な
ど
様
々
な

場
面
で
の
対
応
を
学
ん
だー

疲
れ
て
く
じ
け
そ
う
に
な
る

こ
と
も
あ
っ
た
が、
「日
本
に

い
る
い
と
こ
や
友
人
が
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
に
ア
ッ
プ
し
た
満
開

の
桜
の
写
真
を
見
て
気
持
ち

を
奮
い
立
た
せ
た
」
と
振
り
返

る。今
年
４
月
の
試
験
に
合
格

し、
行
き
先
建
鞭
奥
＝社
の
紹

介
で
北
海
道
に
決
め
た。
働
く

介
護
施
設
は
ま
だ
決
ま
つ
て
い

な
い。
今
は
月
５
０
０
０
′（約

１
万
６
０
０
円）
の
ア
ル
バ
イ

ト
収
入
し
か
な
く、
交
通
費
を

浮
か
す
た
め
に
徒
歩
で
移
動
す

る
ほ
ど
だ。
「日
本
に
行
け
ば、

月
１８
万
円
稼
げ
る
と
聞
い
た。

貯
金
も
で
き
る」

日
本
語
学
習
と
介
護
訓
練
を

繰
り
返
す
日
々
で、
常
に
顕
に

浮
か
ぶ
の
は
ダ
バ
オ
の
両
親
の

顔
だ。
今
は
仕
事
が
な
く、
船

員
の
兄
の
仕
送
り
だ
け
が
頼
り

だ。
「彼
ら
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ

阜
く
働
き
た
い」

　

へ
マ
ニ
ラ
で

　

大
重
真
弓）

増
税
後
の
運
賃

引
き
上
げ
申
請

　　　　　

Ｊ
Ｒ
や
私
鉄

Ｊ
Ｒ
旅
客
５
社
と
全
国
の
主

要
私
鉄
各
社
は
２
日、
今
年
１０

月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
あ

わ
せ
た
運
賃
改
定
を
国
土
交
通

省
に
そ
れ
ぞ
れ
認
可
申
請
し

自
殺
前
夜
顧
問
が
電
話

さ
い
た
ま
の
中
ー
部
活
欠
席
母
に
注
意

　

さ
い
た
ま
市
立
南
浦
和
中
学

校
１
年
の
男
子
生
徒
（当
時
艶

歳）
が
昨
年
８
月
に
自
殺
し、

学
校
や
市
教
育
委
員
会
が
「事

故
死」
と
し
て
い
た
問
題
で、

母
親
と
市
教
委
は
２
日、
そ
れ

ぞ
れ
記
者
会
見
し、
自
殺
前
に

生
徒
が
部
活
動
を
欠
席、
男
性

顧
問
が
母
親
を
通
じ
て
電
話
で

注
意
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た。

た
だ、
両
者
の
認
識
が
異
な
る

部
分
が
あ
り、
市
教
委
は、
４

日
に
有
識
者
に
よ
る
第
三
者
委

員
会
を
設
題
し
て
初ム妾ロを
開

き、自
殺
の
原
因
を
究
明
す
る。

遺
族
や
市
教
委
に
よ
る
と・

生
徒
は
昨
年
８
月
環
日
に
白

磁。
前
日
沈
日
ま
で
３
日
間、

体
調
不
良
を
理
由
に
部
活
を
休

み、
海
日
夜
に
顧
問
が
自
宅
に

電
話
し
て
母
親
と
話
し
た。

市
教
委
に
よ
る
と１
顧
問
は

電
話
で、
生
徒
が
部
活
を
休
ん

だ
日
に
外
出
先
で
目
撃
さ
れ
た

と
説
明。
「家
庭
で
も
話
を
し

て
ほ
し
い
。
部
活
動
に
来
た
ら

私
も
話
を
聞
い
て
み
る」
と
伝

え
た
と
い
う。
市
教
委
は
「電

話
が
自
殺
の
原
因
と
は
認
識
し

て
い
な
い
」
と
し
て
い
る。

　

一
方、
母
親
は
「休
み
が
多

く
て
困
る。個
別
に
指
導
す
る」

と
顧
問
か
ら
言
わ
れ
た
と
し、

生
徒
は
が
っ
く
り
し
た
様
子
だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．・・．・．．・‘▲１１－１

０
無
登
録
投
資
３
被
告
有
罪

投
資
ク
ル
ー
プ
「Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

　

Ｏ

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ

（ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
リミ
テ
ッ

ド〕
」
が
無
登
録
で
投
資
を
穿
っ
た

事
件
で、金
融
商
品
取
引
法
違
反（無

誓
録
営
業）
に
問
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ

代
表
横
山
利
一
（と
し
か
ず）
被
告

（５１）
ハ東
京
都
中
央
区）
に
対
し、

前
橋
地
裁
（田
井
恒
叢
裁
判
長〕
は

２
日、
懲
役
１
年６
月、
執
行
猶
予

５
年、
罰金
１
０
０
万
円
（求
刑
・

懲
役
１
年
６
月、罰
金
１
００
万
円）

の
判
決
を
言
い
渡
し
た。

　

こ
の
ほ
か、
元
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
村
松
郁
夫
被
告（６１）

（長
野
市）
に
は
懲
役
≧軍６
月、

執
置
遭
予４
年、
罰
金ｍ岩
月、一

（閥）
（同）
に
は
懲
役
１
年
２
月、

執
行
猶
予
４
年、
罰
金
網
万
円
を

い
渡
し
な

こｏ
ｌ
≧
尽
ョ
唇
Ｐ
当
部
馨
り
Ｍ
採
なｙ寿
護
騎
に
与－ズ宅
影
響
を
讃

　

忘
”
態
詳
リ
ド
ー
違
岨
ヤ情査した
上で、
対策を行
うし一９
醗

　

滋
壌
廃
と
て
噛
」
ワ
イ
務
付
け
る。
３
万－が・
学
以上・
４

　

な
ど
の
１
ｃ
カ
ー
ド
は、

万
・
写
未
満
で
も、
霧鉢総
簾
が

運
賃
が
ｉ
円
単
位
で
設
定
さ
れ

　　　

、に

　　

を

　

－

て
い
る
た
め、
全
て
の
区
間
で

　

あ
る
も
の
は
対
象
に
な
る。

値
上
げ
と
な
る。
１０
円
単
位
の
ー

切
簿
僚、
値
上
げ
と
な
る
区
間胞
鳥
苦
泰
彦
壬
形
去

と
な
ら
な
い
区
間
が
渥
を
す馳
ノ
ー
…
１
１
ラ
…

る。
特
急
料
金
や
座
席
指
定
料
一

　　　　　

元
中
教
審
会
長

金
な
ど
も
値
上
げ
す
る。

中
央
教
育窟鷺
竪
審＝長
や

中
央
教
育窟鷺
竪
妾＝長
や
日

本
私
立
大
学
連
盟
会
長
を
務
め

た
元
慶
応
義
塾
長、
鳥
居
泰
彦

（と
り
い・
や
す
ひ
こ
）
氏
が
１

日、
心
不
全
で
死
去
し
た。
８２

燕
だ
っ
た。
告
別
式
は
６
日
午

前
１１
時、
東
京
都
港
区
南
富
山

２
の
３３
の
２０
青
山
葬
儀
所ー
喪

政
府
は
２
日、
出
力
４
方
矛
・

以
上
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（大

陽
光
発
電
所）
を
建
設
す
る
場Ａ

発
電
事
業
者
に
対
し、
環
境
ア

メ
ン
ト
（影
響
評
価）
を
綾
・

る
政
令
を
閣
議
決
定
し
たＱ
宋
．

月
１
日
に
施
行
す
るＶ

現
在、
出
力
２
０
０
０
許
・

主
は
長
女
で
華
道
洗
心
流
５
世

家
元、歯
月（せ
ん
げ
つ）さ
ん。

東
京
都
出
身
で、
専
門
は
経

済
発
展
理
論、
統
計
学。
１
９

６
１
年
に
慶
大
経
済
学
部
を
卒

業。
経
済
学
部
教
授
や
同
学
部

長
を
経
て、
１
９
９
３
年
～
２

０
０
１
年
に
塾
長
を
務
め
た。

上
の
発
電
所を
建
設
す
る
際
に
は、

ま
た、
日
本
私
立
大
学
連
盟

会
長
や
中
教
審
会
長、
日
本
私

立
学
校
振
興
・
共
済
事
薬
団
理

事
長
な
ど
も
歴
任
し
た。

２
０
０
１
年
～
０７
年
に
会
長

っ
た
と
説
明
し
た。
家
膜
に
残
ー
を
務
め
た
中
教
審
で
は、
学
力

さ
れ
た
遺
書
に
は、
署
名
と「今
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
中、
学
校

ま
で
あ
り
が
と
う」
と
だ
け
轡
現
場
で
の
授
業
時
間
の
増
加
な

か
れ、
自
殺
の
勤
誰
な
ど
は
な
一
ど
「脱
ゆ
と
り
教
育」
の
方
向

か
っ
た
と
い
う。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

い
た
経
緯Ｊ々

説
明
が

｛母
親
に
よ
る
と
・
鴎

渡
者
会
を
開
い
て
越
族
が
説
明

て
い
る
と
こ
ろ
に
校

「自
殺
の
場
合、
保

軸
凝
議
鍵
盤
覆
滅～

激
闘
議
署
団

た
」と
し、「
気
持
ち
が
動
転
し

て
い
る
中
で、
そ
う
受
け
止
め

ら
れ
た
の
かＬ
と
し
て
い
る。

東
京
都
港
区
の
鉄
板
焼
き
店
「富

扇
事」
で
働
く
韓
国
人
の
金
政
中
さ

ん（潟）は、
「特
定
技
能」
の
「外

食」
の
技
能
試
験
に
合
格
し
た。
現

在、
在
留
資
格
の
申
講
中
だ。

　

金
さ
ん
は
学
生
時
代
を
日
本
で
過

ご
し・都
内
の
調
理
師
学
校
を
卒
業。

昨
年
１０
月、
日
本
で
１
年
間
の
就
労

が
で
き
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー

制
度
を
利
用
し
て
再
び
来
日
し
た。

現
在
は
パ
ー
ト
社
員
だ
が、
特
定

技
能
の
資
格
を
得
れ
ば
最
長
５
年
働

く
こ
と
が
で
き
る。
金
さ
ん
は
「日

本
で
技
術
を
身
に
つ
け、
将
来
は
韓

国
で
店
を
持
ち
た
い」
と
話
し、
指

鉄板焼きの指導を受け
る金さん（東京都港区
赤飯の礎

　

，ぐ）

「
技
術
学
び
韓
国
で
店
を
」

導
す
る
村
田
辰
也
店
長（５５）も
「い

　

半」
は、
２
０
０
人
額
の
外
国
人
従

っ
か
範
囲
に
出
店
し
た
際十
店
長
に

　

楽
員
を
雇
用
し
て
い
る。
特
定
技
能

な
っ
て
も
ら
ス
れ
ば」と
期
待
す
る。
試
験
の
受
験
手
続
き
を
支
援
す
る
ほ

喜
扇
亭
を
運
営
す
る
「人
形
町
今

　

か、
合
格
者
は
時
給
制
か
ら
月
給
制

に
す
る
な
ど
待
遇
を
改
善
す
る
こ
と

で、受
験
者
を
増
や
し
た
い
考
え
だ▼

　

一
方、
制
度
へ
の
不
満
も
あ
る。

鉄
板
焼
き
料
理
で
一
人
前
に
な
る
に

は
「即
年
が
必
要」
（村
田
さ
ん）

と
い
い、
現
在
の
在
留
期
間
の
５
年

で
も
短
い
と
い
うｏ

一

　

Ｕ
Ｓ
Ｏ
ミ
放
送

一

　　

堂
婆
と
採
算

岬
は
か
れ
な
い

　　

ー
隷
尺

（新
潟
・
酔
狂）

Louis Ina Catteau



